一般的な応急処置

１．熱中症

　　　熱中症とは，高温の環境下で体温の調節機能がうまく働かなくなり，体に障害がおきることです。重症度に応じて，Ⅰ度（軽症），Ⅱ度（中等症），Ⅲ度（重症）に分類されます。熱中症は，命にかかわる危険な状態ですが，予防ができます。

＊＊　適切な予防と適切な応急処置を覚えておきましょう。　＊＊

　　　　予防方法
・日陰の利用，水分のこまめな補給，温度と湿度に注意，帽子や日傘の利用
　　　　症状と対処方法

・めまい，筋肉の痛み，筋肉のけいれん，多量の汗
　　　　水分，塩分の補給をする。
・頭痛，はき気，からだがだるい　　
日陰かクーラーの効いた部屋で休み，水分，塩分の補給をする。
　　　　　　　自分で水が飲めない時は，医療機関で点滴を受ける。

・意識がない，高い体温，けいれん　　　
危険な状態なのですぐに救急車を呼び，体を冷やしながら救急車を待つ。
　　　運動時の注意　(日本スポーツ協会からの熱中症予防の運動指針あり)
・こまめな水分，塩分の補給　　　・湿度が高い時も注意
・体が暑さに慣れていない時は特に注意（7･8月が最多。5月から注意）

２.けいれん

　　けいれんをおこした人がケガをしないように予防することが大切です。

　　　　対処方法

・けいれんが続いている間は，ケガをしないように安全を確保する。口の中に手や物を入れない。
・はきそうな時は，顔を横に向ける。
・全身のけいれんの場合は、救急車を要請する。

３.きず
傷の処置の方法が変わってきています。消毒をするより，まず水道水で洗うことが大
切です。
　　　　対処方法

・水道水でしっかり汚れを取り被覆材でおおう。しかし，出血がひどい，筋肉，腱，神経を傷つけていると思われる場合，きずの周りが赤く痛いなど化膿が疑われる場合，動物に噛まれた傷，異物が入った傷はすぐ医療機関を受診する。
４.打撲・ねんざ

　　　　対処方法　
・軽いものから，筋肉，腱の断裂，じん帯の損傷など程度は様々です。患部を安静にし，内出血や腫れがひどくならないように氷水で冷やします。患部を固定し心臓より高く上げておくと症状と痛みが緩和されます。しかし，患部に強い痛み，内出血や腫れがひどい，変形があるときは医療機関を受診しましょう。

５.救急車の呼び方
指令室の方が問いかけてくれます。落ち着いて答えてください。

　　1.「119番」通報をする。

2.『○○消防本部，火事ですか，救急ですか』　→　「救急です」　

3.『どうしましたか』
　　→　状況の報告；「誰が　いつ　どこで　どのような状態か」を告げる。

　　4.『そこは何市（区），何町，何丁目，何番，何号ですか』
　　　→　「○○市○○町○○丁目○番○号の○○ビル，○階の○○です」

　　　　　　※付近に目印となる建造物があれば伝える。
　　5.『あなたの名前と電話番号を教えてください』
　　6.『はい，わかりました。救急車が向かいます』
　　　　＊ケガの場合は，事故の状況やケガの人数を伝える。交通事故では，道路，目標を伝える。

　　　＊所在場所を確かめてから通報する。

　　　＊通報後，電源を切らない。

　　　＊マンション等からの通報は，オートロックの解除に協力する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健管理センター

ご協力下さい








